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■ 山梨大学教育人間科学部「第21回教育フォーラム」の御案内

下記の通り、第 21回教育フォーラムを開催いたします。どなたでも御参加いただけます。

「山梨大学教育人間科学部第２１回教育フォーラム」

（これからのキャリア教育を考える）

１．開催期日　　平成２１年　８月１日　１３時～１６時

２．開催場所　　山梨大学教育人間科学部 J号館　Ａ会議室

３．フォーラムの主旨等

　新学習指導要領において、あらためてその理念の共有が求められた「生きる力」。それは、急激

に変化する知識基盤社会において自立的にしかも個性豊かに生きていくための資質・能力・人間性

を指しており、そうした「生きる力」を育む教育とは、社会の一員として自立的に自己の人生を方

向付けるための意欲・態度・能力を育てるキャリア教育の理念そのものであるとも言えます。

　キャリア教育は、従来の教育の在り方を幅広く見直し、改革していくための理念と方向性を示

すものと位置づけられ、自立を促すためのキャリア教育は、国や山梨県の教育振興基本計画でも

今後の教育の筆頭課題として掲げられています。

　今回のフォーラムでは、 産官学それぞれの立場から、キャリア教育の現状、動向や今後の課題

などを提示していただき、意見を交換することを通して、教育現場の先生方や多くの県民の皆さん

とともに、今後のキャリア教育のあり方について多様な視点から考えていきたいと思います。奮っ

て御参加ください。

◇講師等

　　　　　　　　　名取　一好　　氏（国立教育政策研究所　総括研究官）

　　　　　　　　　小石川　正文　氏（山梨県教育庁　高校教育課　指導主事）

　　　　　　　　　利根川　武郎　氏（山梨県立韮崎工業高等学校　教諭）

　　　　　　　　　株式会社山梨中央銀行人事担当者

◇参加対象者および人数

　山梨県内の幼・小・中・高の教諭、学校図書館司書および一般保護者等　 70名

◇後援予定団体

　山梨県教育委員会　　甲府市教育委員会

※入場料は、無料です。
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■ 「第２回期間採用等研修」のお知らせ

平成 21年度第２回期間採用等研修を下記の通り開催いたします。参加費は無料です。当日も受け付け

ます。学生のみなさんの参加も可能です。8月 3日までにセンターに申し込むことになっておりますが，

当日も受け付けております。

• 日時：平成 21年 7月 31日 (金)　午前 9:30～15:30(17:30)

• 会場：山梨大学教育人間科学部　 J号館 5階 Ａ会議室

• 研修内容：

　　　研修１　：[授業展開の工夫]

　　　研修２　：[児童・生徒理解生徒指導の工夫]

　　　特別研修：[文章力・言語表現力]

■ 「特別支援教育基礎研修」のお知らせ

平成 21年度特別支援教育基礎研修を附属特別支援学校との共催で下記の通り実施いたします。参加費

は無料でどなたでも参加できます。8月 3日までに事前に申し込むことになっておりますが，当日も受

け付けております。ご参加宜しくお願い致します。

• 日時：平成 20年 8月 7 日 (金)　午前 9:30～12:00

• 会場：山梨大学教育人間科学部　 J号館 5階 Ａ会議室

• 講演：「発達障害の治療と教育現場への応用」国立甲府病院小児科医師　　中村　幸介氏

■ 「若手教員研修」のお知らせ

平成 21年度若手教員研修を下記の通り実施いたします。参加費は無料です。8月 6日までにセンター

に申し込むことになっておりますが，当日も受け付けます。学生のみなさ

• 日時：平成 19年 8月 8日 (金)　午後 1:00～5:30

• 会場：山梨大学教育人間科学部　 J号館 5階 多目的教室他

• 講演：「子どもとどのように向きあうか」

　　山梨大学教育人間科学部附属教育実践総合センター客員教授　　 雨宮　亘　氏

• 分科会（グループディスカッション）：校種別

■ 「第 1回 教育臨床研究会」のご報告

平成 21年度第 1回「教育臨床研究会」が 6月 26日（金）10時半～12時（於:J号館 5F多目的室）に

開催され、山梨県教育委員会新しい学校づくり推進室の河西慶仁先生より「山梨県の特別支援教育の現

状と課題」についてお話し頂きました。教員 2名、県内保護者 8名、その他 1名の計 11名の参加のも

と、活発な意見交換がなされました。

■ 第２回「教育相談室連絡協議会」のお知らせ（山梨大学地域社会連携融合

プロジェクト）

第２回教育相談室連絡協議会を 7月 21日に開き、今年度の事業予定や体制、相談状況、附属学校園へ

の支援等について協議する予定です。教育相談室に関するご意見や利用についてはセンターまでご遠慮

なくお寄せください。



■ 研修会講師・研究助言等の「教師等支援活動の実施報告」に関するお願い

夏休み期間には各研修会講師等のお仕事をなさる先生も多くいらっしゃるかと存じます。先般教授会

時にお願いいたしましたが、附属教育実践総合センターでは、研修講師・地域での講演・研究助言等の

教師支援に関する実績の統計をとり、県教育委員会へ報告しております。お手数ですが、教師や保護者・

児童生徒・地域の一般の方を対象とする研修会講師や講演・研究助言等、地域支援活動の実績を附属教

育実践総合センターのホームページ上にあります「教師等支援活動の実施報告」にご記入いただく形で

送信してください。 ご協力宜しくお願い致します。

■ 「教育相談」の報告書に関するお願い

個別問題に関する教育相談を実施した方は報告書の提出をお願いします。教育相談の実施報告書につ

いては随時受け付けております。報告用紙にご記入いただいても、下記事項をメールに書き込んでお知

らせいただいても、エクセルの一覧表フォーマットにご記入いただいてもかまいません。フォーマット

は添付ファイルでお送りしますので、どうぞお申しつけ下さいませ。

日付 方法 相談対象 学年 性別 相談者 相談内容 備考

080401 訪問 ○○小 小６ 男 教師 発達障害児へのかかわり （特別支援コーディネータ-）

080405 メール ××中 中３ 女 教師 いじめへの対応

　

報告用紙は教育人間科学部総務グループ入り口はいって左手のレターケース（総務グループ提出箱）

の教育相談専用ボックス（青いラベルです）にあります。提出は随時受け付けておりますので、谷口の

レターボックス（教育実践総合センター）にお入れください。

■ 「教育相談室」及び相談室の備品をどうぞご利用ください

教育相談室（Y-304）をどうぞご利用ください。鍵は教育実践総合センター事務室（Ｊ号館４Ｆ）に

あります。利用された場合には、相談室内に置かれた使用簿及び報告書の記載をお願いします。（なお、

火・木・金曜日の午後は教育実践総合センター教育相談室及び附属特別支援学校相談支援室が優先的に

使います。）教育相談室の心理検査やソーシャルスキルを高める児童・生徒用のゲームなど備品も貸し出

しております。借りる際には必ず使用ノートにご記入お願いします。

■ 「地域連携　子どもと親と教師のための教育相談」スタッフ募集

相談スタッフを募集しています。新しく着任された先生や未登録の先生方は、この機会に是非ご協力

くださいますよう、お願い申し上げます。新規登録をお考えの先生は、教育人間科学部附属教育実践総

合センター谷口までご連絡くださいませ。ご継続いただける先生方の再登録手続きは不要ですが、相談

日時等変更点がございましたら、ご連絡ください。



■ 平成21年度第1回期間採用者等研修の御報告

平成 21年度第 1回期間採用者等研修 を 5月 30日（土）に、実践家の先生方を講師としてお招きし開

催しました。当日は、７７名のご参加がありました。アンケート結果から９７％の方から研修会が「参

考になった」と回答をいただきました。下記に参加者の方々の意見を紹介します。次回は 7月 31日（金）

に開催します。

（参加者の声）

○ 「子どもとの距離を縮めなければと身にしみました」

○ 「今回で３回目ですが、何回受けても参考になる、とてもおもしろい内容でした」

○ 「先輩の先生方の体験談を参考にベストを尽くしたいと志を新たにしました」

○ 「どの講師の方も持ち味があり、楽しく受講させてもらいました」

○ 「現場に突然入り、右も左もわからないまま、５月を迎えるこの時期にこのような　機会を設けて

いただいて大変参考になりました」

これまでのセンターだよりはhttp://www.cer.yamanashi.ac.jp/centerdayori.html で見ることができます。
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